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１．物流用ドローンポートシステムの研究開発フロー
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研究開発

実証実験

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

第4回連絡会 第6回連絡会第5回連絡会

現地実証実験 現地実証実験

物流用
ドローンポート
の総合評価

平成30年度

システムの
統合

各システムの
改修

システムの
統合検証

物流用ドローンポートシステムの実用化検討



２．平成29年度 物流用ドローンポート

システムの研究開発内容
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物流用ドローンポートの技術課題 実施内容

➀

安全で高精
度な自動離
着陸システム
の実現

➀－a
高精度なドローン
の自動離着陸シ
ステム

・風観測（➀－b）、侵入検知（➀－c）の結果を受
けて、飛行制御（空中静止等）を行う制御の研究

➀－b

ドローンポート周
囲のリアルタイム
風速・風向予測シ
ステム

・運用支援クラウドシステム（②）とのインター
フェース部分の開発、動作検証

➀－c
ドローンポートへ
の第三者侵入検
知システム

・運用支援クラウドシステム（②）とのインター
フェース部分の開発、動作検証

②

ITを利用した
ドローンポー
ト運用支援シ
ステム

②
既存の運用支援
クラウドシステム
の機能拡張

・各ドローンポートからの情報（ドローンポートの着
陸、離陸状況、荷物の状況、到着時刻、侵入検
知の結果、風速の結果、ドローンポートの離着
陸可否等）を集約、閲覧可能にするシステム


